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世界の異常天候とその影響評価

　世界の異常天候とその影響評価については，アメリカ

のNOAAから気象庁気候変動対策室へ“Climate　Im・

pact　Assessment”が未着であり，掲載することができ
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入手できしだいまとめて掲載する予定で
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